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はじめに
2007年1月1日に施行された観光立国推進基本法には，「地域の住民が誇りと愛着を持つことのできる活
力に満ちた地域社会の実現」が国内外からの観光客を呼び込むのだという考え方が示されていた。つまり，
観光を単に観光事業，観光産業だけの視点から見るのではない，地域社会にとっての意義が明示されたの
である。こうした事情は，2006年1月20日召集の第164回通常国会に議員提案でいったん上程されたものの
閉会中審査の取り扱いとなり，同年9月26日召集の第165回臨時国会で継続審議となったが，その過程で当
初の案が本質的な改変を加えられたことに拠っている。新しく加えられたのは前文や第二条にある「地域
における創意工夫を生かした主体的な取り組みを尊重しつつ」と，同じく第二条にある「地域社会の持続
可能な発展を通じて」という文言である。観光立国を実現する上で，地域社会の取り組みが不可欠である
ことが謳われたのである。
こうした文言により，目立った観光資源のないところでもさまざまな地域資源を活かして観光振興に取
り組むということが行なわれるようになった。国の政策でいえば観光圏整備事業や着地型観光という従来
なら顧みられなかった取り組みが試みられるようになった。それは全国の市町村に観光による地域振興の
可能性を強く感じさせるものとなった。しかし現実はどうであろうか。観光庁の出している宿泊旅行統計
の2014年確定値によれば，同年の年間延べ宿泊者数は4億7,350万人泊（前年比＋1.6％）であり，その内，
日本人延べ宿泊者数は4億2,868万人泊（前年比－0.9%），外国人延べ宿泊者数は4.482万人泊（前年比＋
33.8%）である。ここで明らかになっているのは，日本人の宿泊者数は減少傾向にあり，インバウンド（訪
日外国人客）が声高に唱えられてはいるものの，その比率は1割にも満たないことである。
ここで全国の小規模の町村が考えるべきことはどのようなことだろうか。観光振興は容易ではない，と
いうことに尽きる。世界遺産登録というブランドに恵まれた場所ならいざ知らず，人口が数千人の村や，
数万人の町がどのように観光に取り組むべきだろうか。全国的に見れば日本国民の宿泊旅行は減少してお
り，よほどの誘因力がなければ観光客を引き寄せることはできない。一方で，インバウンドが増えている
とはいうものの，その比率は1割であり，当然ながら東京，京都，大阪といった都市の宿泊が中心である。
確かに，小規模の町村でも成功事例は出ている。例えば，長崎県松浦郡小値賀町のように，人口3,000
人ほどであっても修学旅行を中心に年間1万人の来訪者があり1億円の売り上げがあるという事例や，10万
人ほどの都市である長野県飯田市が中心となって周辺14市町村と19の民間企業・団体の出資で生まれた
（株）南信州観光公社（以下，観光公社と表記）がランドオペレーターという役割に徹して旅行会社の信
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頼を得，着地型観光の成功事例として全国に知られるというような事例である。このような事例は，町や
村が地域の資源を観光資源に磨き上げ，都市部から観光客を呼べるという期待感を持たせた。しかし，成
功している事例では，地域資源を有効に観光資源として生かしているという側面よりも，流通を明確に意
識しているという側面が忘れ去られてはならない。特に観光公社の場合にはそれがいえる。
ここでは具体的な観光資源として岬のある場所が現在観光的にどのような状態であり，なぜそうなって
いるか，今後どのような展開が考えられるかを，流通という側面を意識した上で整理してみたいと思う。
そうした考察を通じて佐多岬を中心とする南大隅町の観光振興の可能性を探ってみたい。
１．岬観光の現状
筆者は2015年に北海道，千葉県，高知県のそれぞれ岬のある場所を訪問し，どのような状況かを観察し
た。今日の観光は，観光資源とは見えなかったものも観光対象となることが全国各地で起こっており，そ
うした動向からすれば岬は旧来型の観光対象だと見なさざるを得ない。一方で，従来とは異なる視点で岬
エリアが注目されつつある。2009年8月，洞爺湖有珠山，糸魚川，島原半島の三か所が日本初の世界ジオ
パークに認定されたからである。もちろん，世界ジオパークがいま世界遺産と同等のブランドとして流通
しているわけではない。ジオパークの特徴である地形や地学的な関心がどの程度一般的であるかについて
はまだ明らかではないからである。ただ，ジオパークを単一の観光資源としてでなく，他の観光資源と連
携することでどの程度その地域に観光的な魅力が生まれるかについても留意しつつ，流通という観点にお
いて以下の岬エリアを概観してみたい。
宗谷岬……稚内から車で1時間弱であり，日本最北端の岬となる。岬周辺には民宿・ペンションクラスの
宿が4軒，土産物店は5軒と丘の上（宗谷岬公園）にも2軒ある。宿泊施設はいずれも個人客中心の規模で
ある。多くの岬がそうであるように，一見の価値はある。しかし，旅行会社が団体旅行やパッケージツアー
でどのようなコースを組むか考えた場合，宗谷岬は単独で行程に入る観光対象ではなく，利尻島・礼文島
をめぐるツアーの時間調整で訪問されるようなポジションであると考えられる。利尻・礼文の両島は吉永
小百合主演の映画『北のカナリアたち』のロケ地であり，旅行会社にとってパッケージツアーやメディア
募集旅行として設定しやすいデスティネーション（旅行目的地）である。東京，大阪などからのツアーで
は4～5日間の日程となり，フェリーの時間との兼ね合いで空き時間ができれば宗谷岬訪問の可能性は高く
なる。もちろん，個人客の場合には――特にライダーにおいては――宗谷岬は滞在するに値する場所とな
る。海沿いの道路ばかりでなく，宗谷丘陵を走る道路も爽快感を感ずることができるからである。宗谷岬
周辺ばかりでなく丘陵地帯もよく整備されており，意外なことに阿蘇の丘陵地帯を思わせるような快適さ
がある。牛の放牧などのどかな光景も似ており，そこから特に個人・グループ客の宗谷岬，もしくは稚内
宿泊の可能性もある。宗谷丘陵においてはロングコース（約11km	，所要約4時間）とショートコース（約
5km，所要約2時間）の二つのフットパスも設けられており，健康志向のトレンドもありシニア層に向け
た可能性も考えられる。
納沙布岬……団体やツアーでは世界遺産知床を訪ねる東北海道4日間程度のツアーであれば，離島を除け
ば日本最東端の岬ということで必ず組み入れられる。筆者が訪問した際にも多くの観光バスとすれ違っ
た。また，北方四島を臨む地理的な条件のため，自衛隊の若者が常時多数訪問し，「四島の架け橋」モニュ
メントのもとで儀礼式を行なっている。宿泊施設はないが，5軒程度の食事・土産店兼用の店があり，彼
らは観光客と共に主要な顧客となっている。北方領土返還を祈念する象徴的な場所となっているため，「四
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島のかけはし」の他，望郷の塔オーロラタワー，北方館，望郷の家などの建築物が作られているが，観光
資源として通用するかといえば疑問があり，団体やツアーでは短時間の訪問，もしくは昼食の場所として
の使われ方となっている。
犬吠埼……関東平野の最東端に位置し，高い山や離島を除けば日本で元旦の初日の出が一番早く拝める場
所としてテレビ局の中継にもよく登場する。明治時代から著名作家などが訪れ近辺に滞在したこともあ
り，知名度は高い。後述する足摺岬のように，観光形態が今日ほど多彩でなかった時代の典型的な観光地
だった。4,	5軒のマス・ツーリズム対応型旅館の存在することからもそれは窺えるが，今日では苦戦して
いる。それは灯台に近い旅館が高齢者用住宅に転用されていたり，灯台に近い大きな土産物店が閉鎖中で
あったりすることで明らかとなっている。観光としては灯台への入場や犬吠埼マリンパークという観光施
設があるが，いかんせん水族館としては房総半島に鴨川シーワールドという強力な観光施設があるためそ
れで誘客することは難しいと思われる。ただ，銚子周辺ということでいえば，「地球の丸く見える丘展望
台」やジオパークとして位置付けられている屏風ヶ浦，さらには九十九里ビーチラインに沿った食の楽し
みなど観光地としての復活の可能性は十分あると感じられた。
室戸岬……岬周辺に奇岩が多く遊歩道も整備されているものの，もともと団体・ツアーで訪問されること
は皆無だった。2011年に世界ジオパークに認定されたことで，他の岬と同様ジオパーク人気が発生すれば
状況は変わるかも知れない。室戸市としては室戸ジオパークだけでなく，明治時代中期から昭和時代初期
にかけて良質な土佐備長炭の積出港として栄えたレトロな町並みの残る吉良川や天然の杉原生林のある段
の谷山など，ジオサイトという括りで22カ所の見所を打ち出している。2015年にはジオパークセンターが
開館したが，室戸岬そのものとは10km以上離れた場所に位置しており，空間デザイン的には疑問が残る
設置となった。室戸岬は高知市内からは往復4時間ほどの距離となり，旅行会社がツアーを組むにはあま
りに遠い。今後，ジオパークが世間的に観光対象としてどの程度認識されるかに左右されよう――タービ
ダイト層など室戸岬の地学上の関心がどの程度観光的な魅力となるかに左右される――が，かなりのブラ
ンド力をつけないと観光振興としては難しい位置にあると思われる。
足摺岬……高知県を訪ねる団体旅行・パッケージツアーでは，高知市内の桂浜と共に必ず入る観光地だっ
た。遊歩道からは断崖絶壁に立つ灯台を眺めることができ，旧来型の典型的な観光対象だといえる。『ミ
シュラン・グリーン・ガイド・ジャポン』で二つ星を獲得しているとはいうものの，状況は大きく変わっ
ている。30分ほど離れた竜串・見残し海岸もかつては足摺岬とセットでよく訪問されていた。これは足摺
岬に宿泊することが常道となっていた時代のことである。まず，竜串・見残し海岸については次のような
ことがいえる。現在では駐車場脇にある唯一の大規模レストランが閉鎖されており，流れが大きく変わっ
た。そして，足摺岬にとって深刻なのは現在の大手旅行会社の個人客向けパンフレットでは四万十川関係
の宿の方が足摺岬の宿より数多く紹介されていることである。四万十川が主で，足摺岬が従となっている。
四万十川の魅力はまだまだ開発可能性があり，現在の下流での船下りや，JRによる四万十川中流域を列
車で通るという観光コース以外が開発されるのは比較的容易である。また，中流域にバイカー専用のライ
ダーズインがあることも北海道と共にライダーを引き寄せる要因となっている。さらには，四万十川上流
域にあたる山中の梼原町の宿泊施設「雲の上のホテル」が一部大手旅行会社のパンフレットに足摺岬と
まったく同等の扱いで登場していることも足摺岬には不利に働く。梼原町は次のような点で今後大きく入
込み観光客を増加させる可能性があり，観光形態の多様化の動向も踏まえれば足摺岬に深刻である。梼原
町は観光地として，①歴史ファンには坂本龍馬脱藩の足跡を辿れる土地であること，②観光施設として
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「雲の上ホテル」と共に「ライダーズイン雲の上」「まちの駅ゆすはら」などが整備されていること，③環
境モデル都市として地熱発電，太陽光発電，風力発電など自然エネルギーの活用に成功していること（産
業観光の対象となり得る），④高知県の山奥の町でありながら電線の地中化を遂行し，町並みが都会的な
センスにあふれていること，等々，今後観光客を引き付ける可能性は否定しがたい。以上述べた四万十川
上・中・下流にそれぞれ更なる観光客誘引の観光形態が生まれる可能性や，梼原町の潜在力からすると，
大小の旅館・民宿が20数軒は建っている足摺岬はよほどの工夫がないと影響を大きく受ける可能性があ
る。
２．地域資源を活かす観光マーケティングの手法
ここでは第1章で触れた岬観光の現状を意識しつつ，観光マーケティングの手法についてまとめておき
たい。その上で，具体的な事例として佐多岬を中心とする南大隅町のケースを考えてみることとする。
まず，地域にとっての観光マーケティングを考えるときマス・ツーリズムを求めるのかスモール・ツー
リズムを求めるのかという意思決定が必要である。
マス・ツーリズムとは観光客の願望を叶えるため資金を投入して受け入れ施設を造り，大量の観光客の
来訪を期待するものである。もし成功すれば地域経済にとって大きなプラスとなるがその分，地域社会の
アメニティ（快適さ）は低下する可能性がある。観光公害と呼ばれるような，大量の観光バス・乗用車に
よる渋滞と騒音，大量のごみの廃棄などの問題が生じるかもしれない。ただし，このような事態はかなり
の成功を収めた地域についてのことであり，世界遺産登録地や由布院温泉など人気観光地でのことであ
る。多くの地域にとっては，観光公害が起こるほどの来訪者の増大が起きているわけではない。
一方，スモール・ツーリズムとは地域が提供できるもので観光客に満足してもらうことが原則である。
新たな資金を投入して観光客を迎える施設を用意するというよりも，現にある地域資源を活用して，地域
に無理のない程度に観光客を迎える観光のかたちである。当然，地域のアメニティが低下することは考え
られない。ただし，スモール・ツーリズムで始めたものの，人気が高くなりマス・ツーリズムの状態に移
行するということは観光の現場ではしばしば起こる。由布院温泉や黒川温泉はその典型的な事例である。
マス・ツーリズムかスモール・ツーリズムかという選択は，用意できる資金や人員の確保などおのずと
限られてくる。補助金を頼りに大規模な施設を造ることは可能だが，地域も大きな借金を抱え込むことに
なり，よほどの集客の見込みがない限り簡単に手を出すことはできない。北海道の夕張市や宮崎県のシー
ガイアは補助金頼りの観光開発がいかに危険かを物語っている。
次に，マーケティングでは STP，すなわち Segmentation 細分化，Targetting 標的設定，Positioning
市場位置設定が順次必要だとされる。しかし，観光マーケティングでは Sを確定することで，Tや Pは
自ずと決まるといっても過言ではない。
細分化は上記の意思決定――マス・ツアーリズムを目指すのかスモール・ツーリズムを目指すのかの意
思決定――とも密接に関連するが，まず観光独自の細分化手法を知っておく必要がある。
旅行形態
①	 業務出張旅行
②	 個人観光旅行
③	 新婚旅行・家族旅行
④	 修学旅行
⑤	 職場旅行
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⑥	 招待旅行
⑦	 報奨旅行
⑧	 仲間・親睦旅行
⑨	 永年勤続旅行
⑩	 組織内募集旅行（地域密着型）
⑪	 組織内募集旅行（全国・広域募集型）
⑫	 パッケージツアー・メディア募集旅行
観光形態
①	 見る……華厳の滝や姫路城など著名な自然・人文観光資源を見る最もポピュラーな従来型の観光。
②	 鑑賞する・観察する……美術館・博物館の時間をかけての鑑賞や，バードウォッチングなどの観察，
今日では「長崎さるく」などの「歩く」もここに含まれる。時間をかけてというのが条件となるため効
率性重視のマス・ツーリズムには馴染まない。
③	 癒し……源泉かけ流しの温泉や森林浴など。②と同様スモール・ツーリズムのかたちとなる。
④	 参加する……YOSAKOI ソーラン祭りなどへの参加や，マラソンやトライアスロンなど各種のスポー
ツイベントへの参加が目的の観光形態。
⑤	 する・遊ぶ……スキー・ゴルフやシュノーケリング・ダイビング，テーマパークでのアトラクション
を楽しむことが含まれる。
⑥	 体験する……従来から陶芸など女性層に人気の体験はあったが，近年では修学旅行において農業体
験・漁業体験が定番となっている。
⑦	 買う
⑧	 食べる
⑨	 滞在する……リゾートでの滞在が代表的なものだが，豪華客船でのクルーズや JR九州の「ななつ星
in 九州」のようにクルーズトレインと銘打つものも出てきている。
⑩	 交流……姉妹都市の相互訪問，スポーツ交流，山村留学，生協の「ふるさと村」など幅広い。
⑪	 学び……講師同行の古刹・美術館・博物館訪問ツアー，エコツアーなど。
観光マーケティングにおける細分化は何よりも旅行形態と観光形態において明確に判断されなければな
らない。どの業界でも男女別，地域別，年齢別，ライフスタイルなどによる細分化は行なわれている。観
光マーケティングにおいてはまず旅行形態における区分が必要である。アメリカに由来するマーケティン
グ手法は個人をベースとしているため，観光の場合はうまく適合しない。旅行形態でいえば，個人でデス
ティネーション（旅行目的地）を決めることができるのは②③⑫といった限られた旅行形態に過ぎない。
優秀な販売員や代理店を褒美として旅行させる報奨旅行であれば企業が行先を決定しているし，通常の旅
行では経験できないアトラクションが用意されるのが普通である。
旅行会社でいえば，まったくの個人の意思で旅行できる⑫のパッケージツアーや新聞募集旅行と，企
業・団体がデスティネーションを決め，旅行費を支払う⑥⑦⑨といった旅行とでは取り組み方がまったく
異なる。そして，それぞれの旅行形態においてどのような観光形態がふさわしいか，喜ばれるかについて
旅行会社は絶えず考え，工夫している。この時点で STP の T標的設定は確定しているのが普通である。
また Pの市場位置確定についても旅行形態・観光形態を確定していく中で自ずと限定されるはずである。
では地域としてはその細分化をどの順序で考えるべきだろうか。この課題については佐多岬を中心とす
る南大隅町のケースをもとに考えてみたい。
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３．地域にとっての観光マーケティング――南大隅町を事例に
地域が観光マーケティングを考えるとき，あるいは地域に限らず国レベルにおいても観光客誘致を考え
るとき，まず踏まえるべきはどの程度の規模で観光振興を考えるかということである。これは先に触れた
マス・ツーリズムかスモール・ツーリズムかの選択である。もちろん，一つの地域がどちらかだけでなけ
ればならないという意味ではない。一つの地域にマス・ツーリズムで考えるべきものとスモール・ツーリ
ズムで考えるべきものが混在するというのは通常のことである。
次には，旅行形態・観光形態による細分化をしなければ具体的な作業には入れないはずである。ただ漠
然と観光客をどう誘致するかという問題の立て方は，具体的に何をしようかという道筋に結びついていか
ない。この旅行形態・観光形態を熟知することは観光マーケティングの肝である。例えば，こんな事例が
ある。国レベルの観光政策に台湾からの修学旅行誘致を長野県に見習って全国に広げるというものがあっ
た。台湾に限らず，中国・韓国においても日本でいう修学旅行という旅行形態は存在しない。国レベルの
観光政策ではある成功事例をもとにそれを全国に広めようとするパターンが多い。筆者が長野県の担当者
に確認したところ，当然ながら，台湾からやって来るのは修学旅行ではなく，先に紹介した旅行形態でい
えば組織内募集旅行なのである。数校の高等学校で希望者を募って高校生の旅行団としてやってくるので
ある。日本のように積み立てをしてほぼ全員が参加する修学旅行とは別物であり，異なるアプローチが必
要なのである。
以上見たように，旅行形態の中身が分かっていなければ細分化も，それに基づく政策も立てようがない。
ここからは旅行形態・観光形態の細分化という手法を意識しつつ南大隅町の観光振興の可能性を考えてみ
る。
南大隅町の最大の観光資源は佐多岬である。そのことが何を意味しているかを『南大隅町観光振興基本
計画2014–2018』（以下，『観光振興基本計画』と表記）を参照しながらまず考えてみよう。
民間企業が所有していた佐多岬ロードパークは2013年には町道佐多岬公園線となった。有料道路が無料
化されたのである。前年の2012年には佐多エリアへの入込み客数は約7万人だったものが2013年には11万
人余りと大幅に増加した。それはそのまま南大隅町全体の入込み客数に影響を及ぼす。2012年に約18万人
だったものが2013年には23万5000人を超える数字となっている。しかし，そのことは必ずしも喜ばしいこ
とではなかった。南大隅町の宿泊者数は2012年の16,297人から2013年には15,023人と逆に減っているから
である。このことはこれから先に生起する現象を予測させる。
2018年9月には佐多岬に360度パノラマ展望台が完成する。現在のイラストで見る限り，千葉県の犬吠埼
に近い「地球の丸く見える丘展望台」を髣髴とさせるものとなっている。歩きながら360度見渡すという
のではない，屋上の展望台に立てばそのまま首を回せば360度眺めることができる点が魅力である。これ
は展望台のネーミングや，特にテレビでの露出がどの程度になるかによって変わるであろうが，少なくと
も2013年よりも多くの観光客が押し寄せることが想定される。そして同じ問題が起きる可能性がある。す
なわち，多数の来訪者があるものの，宿泊して南大隅町にお金を落としていかない現象である。
旅行形態，及びマス・ツーリズムかスモール・ツーリズムかという観点からは次の2点が指摘できる。
マス・ツーリズムとしては，テレビ等での情報露出の頻度にもよるが，旅行会社が団体旅行やパッケー
ジツアーに組み込むことは大いにあり得る。それが入込み客数の増加につながる。駐車場料金の有無や展
望台入場料，出展者の有無などによって南大隅町に滞在しないものの一定の経済効果が生まれる可能性は
ある。しかし通過型であることには変わりなく，課題として残る。因みに，現在の大隅半島の旅行会社に
よるパッケージツアーの日程への組み込みでは，霧島市福山の黒酢の壺畑が昼食場所や観光箇所となって
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いる。4,	50年前から鹿児島で2泊する旅行の場合，霧島温泉と指宿温泉が定番となっており，どちらを先
に回るにしろ福山は欠かせない訪問場所になりつつある。つまり，南大隅町で昼食となるケースはパッ
ケージツアーなどの旅程作成上は難しいということになる。
では，どちらかといえばスモール・ツーリズムでの南大隅町滞在の可能性はどのような旅行形態・観光
形態なら可能と考えられるだろうか。『観光振興基本計画』の基本施策には23の細目が掲げられている。
その中で観光客の細分化に触れるものは二つである。（外国人旅行者と表記されるものは旅行形態・観光
形態にまで進まないので除く。）
一つは「バイカー・サイクリストに魅力的な観光の振興」であり，いま一つは「南大隅町地域資源を活
かした教育研修旅行の受け入れに向けた取組の推進」である。
前者はすでに佐多岬までやって来ること自体に魅力を感じているはずであり，宿泊の可能性の高い旅行
者だといえる。かつての佐多岬展望台の階段に沿った白い壁には日本一周をしている自転車旅行者の落書
きが多く書かれていた。自転車旅行者にとって本土最南端まで達したということは記念碑的な行為となっ
ており，個人観光旅行という旅行形態であれ複数の仲間・親睦旅行という旅行形態であれ，南大隅町に
とっての大きな資源ではないかと考えられる。10代，20代の自転車旅行での最終目的地が30代，40代で家
族旅行という旅行形態で再訪してもらうためにはどのような発想が必要か考えなければならない。
バイカーについては別の考え方が必要になる。バイカーにとっても佐多岬は訪問するに値する場所であ
る。ただし，自転車旅行者と違って南大隅町に泊まらなければならない必然性がない。これは先述した高
知県のライダーズインが大きなヒントとなる。筆者が見た梼原と四万十川中流域のライダーズインは部屋
の前にバイクの置けるスペースがあり，しかも水洗いできるよう設備がそれぞれの部屋に付随している。
バイカーズインは北海道が最も多いのであろうが，バイカーを南大隅町として意識するならば（重視する
ならば），通常の宿泊施設と比べればコストの安いバイカーズインは必須の施設ということになる。
次に後者の修学旅行を含む教育研修旅行である。今日では農業体験や農家民泊といった試みは多くの
町や村で実施されており，修学旅行の誘致は厳しい競争にさらされている。ただ，南大隅町に限らず鹿児
島にとっての優位さは，1990年代からグリーン・ツーリズムに取り組んでいた修学旅行誘致の場所はほと
んどが山村地域であり，海が見える鹿児島は長崎の松浦町や松浦郡小値賀町と並んで今日ではロケーショ
ンに恵まれていると見ることができる。それに加えて，ドラゴンボートに実際に乗ってパドルを漕ぐとい
うような体験が独自性として打ち出せる。他の地域にはない観光形態を南大隅町は用意できるのだという
点をもっと強調すべきであろう。
いま一例として旅行形態と観光形態を区分することでどのような対応が可能かを述べてきた。『観光振
興基本計画』が具体的に挙げていた旅行形態はバイカー・サイクリストによる個人観光旅行と仲間・親睦
旅行，及び修学旅行を含む教育研修旅行のみであるが，さらにファミリー対象にどのような観光形態が喜
ばれるのか，あるいは逆に，交流という観光形態が可能となる旅行形態はどのようなものであり，どのよ
うな組織に情報発信すればよいのか，等々，旅行形態と観光形態の細分化という手法によって具体的なア
クションをどうするのかが明らかとなっていくはずである。
